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新
潟
県
小
学
校
長
会
　
副
会
長

磯
　
貝
　
芳
　
彦

い
ま
だ
か
ら
こ
そ

　
本
質
を
見
極
め
る
眼
を
大
事
に

急
激
な
教
育
環
境
の
変
化
や
子
ど
も
た
ち

の
成
人
後
の
社
会
や
職
業
の
在
り
方
に
大
き

な
変
化
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
中
、
教
育

も
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
。
こ
れ
か

ら
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
の
観
点
か
ら
考

え
る
と
、
従
来
に
も
増
し
て
「
何
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
か
」「
ど
の
よ
う
に
学
ぶ
か
」

が
重
要
と
な
っ
て
く
る
。
そ
れ
ら
を
含
め
、

関
連
事
項
が
次
期
学
習
指
導
要
領
に
ど
う
反

映
さ
れ
る
の
か
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
、
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
ろ
う
と
も

校
長
は
状
況
等
に
正
対
し
、
十
年
先
・
二
十

年
先
の
未
来
社
会
を
見
据
え
て
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
力
を
発
揮
し
、
学
校
経
営
に
当
た
ら
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
と
か
く
私
は
、
目
の
前
の

状
況
打
破
を
考
え
て
し
ま
い
が
ち
に
な
り
、

対
処
療
法
的
な
手
法
に
陥
っ
て
し
ま
う
傾
向

に
あ
る
。
そ
の
一
時
は
改
善
等
が
見
ら
れ
る

が
、
繰
り
返
し
の
状
況
と
な
っ
て
出
現
す
る

こ
と
も
往
々
に
し
て
あ
る
。
そ
ん
な
と
き
、

私
を
戒
め
て
く
れ
る
中
国
の
諺
が
あ
る
。

『
あ
る
人
に
魚
を
一
匹
与
え
れ
ば
、

　
　
　
　
そ
の
人
は
一
日
食
え
る
。

　
魚
の
取
り
方
を
教
え
れ
ば
、

　
　
　
そ
の
人
は
一
生
を
通
じ
て
食
え
る
。』

こ
の
言
葉
を
何
度
と
な
く
口
に
出
し
て
み

る
と
、
学
校
の
役
割
、
学
校
教
育
に
求
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
等
を
再
確
認
さ
せ
ら
れ
る
。

教
育
の
営
み
は
一
時
た
り
と
も
留
ま
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
自
分
の
有
り
様
一
つ
に
よ
っ

て
、
職
員
と
共
に
教
育
の
方
向
や
在
り
方
等

の
主
体
的
な
議
論
が
生
ま
れ
、
そ
し
て
学
校

経
営
・
学
校
運
営
の
着
実
な
歩
み
と
し
て
結

び
付
い
て
い
く
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
。

新
潟
県
小
学
校
長
会
は
、
常
に
子
ど
も
の

視
点
に
立
ち
、
自
校
の
状
況
等
に
即
し
た
戦

略
を
立
て
、
実
践
を
積
み
重
ね
て
い
る
力
強

い
集
団
で
あ
る
。
着
実
な
取
組
を
推
進
し
、

大
き
な
変
化
を
生
み
出
し
て
い
く
と
い
う
気

概
と
誇
り
を
も
ち
、
日
々
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
も
の
で
あ
る
。

一　

開
会
の
挨
拶　
　
　
　

近
藤　

朗
会
長

　
「
地
域
と
と
も
に
歩
む
学
校
づ
く
り
」
の

取
組
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果
か
ら
、
県
や
新

潟
市
の
教
育
施
策
に
真
正
面
か
ら
取
り
組
み
、

成
果
を
挙
げ
て
い
る
校
長
会
の
姿
が
伺
え
た
。

　

新
潟
市
へ
の
包
括
的
権
限
移
譲
に
備
え
、

現
状
を
精
査
し
課
題
を
見
付
け
、
事
業
や
組

織
等
の
在
り
方
を
検
討
す
る
一
年
と
し
た
い

の
で
御
協
力
い
た
だ
き
た
い
。

二　

議
長
選
出　

三　

議　
　

事

（一）　

報　

告

１　

会
務
報
告
・
会
計
中
間
報
告

２　

全
連
小
・
関
ブ
ロ
関
係
報
告

３　

一
般
会
務
報
告
・
各
部
活
動
報
告

４　

県
小
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果
報
告

（二）　

協　

議

１　

平
成
二
十
八
年
度
県
小
活
動
計
画
（
案
）

　

⑴　

活
動
の
大
綱

　
　
　

校
長
の
鋭
い
先
見
性
と
高
い
教
育
理

念
を
結
集
し
て
、
県
民
・
市
民
の
信
頼

を
勝
ち
得
る
校
長
会
を
目
指
す
。

　

⑵　

各
部
の
活
動
計
画

　

ア　

制
度
部　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

・
「
各
市
町
村
に
お
け
る
教
育
関
連
予
算

等
の
拡
充
」
と
「
特
別
支
援
教
育
の
充

実
」
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
う
。

　

イ　

福
利
部　
　
　
　

平
成
二
十
七
年
度

　
　
第
二
回
県
小
評
議
員
会
報
告

日
時
　
二
月
十
九
日
（
金
）
十
五
時
～
十
六
時
五
十
分

会
場
　
じ
ょ
い
あ
す
新
潟
会
館

　

・
給
与
・
処
遇
や
再
就
職
・
再
任
用
及
び

福
利
厚
生
を
巡
る
情
勢
に
対
処
す
る
た

め
、
県
中
学
校
長
会
等
と
連
携
し
て
調

査
研
究
や
要
望
活
動
等
を
推
進
す
る
。

 

ウ　

研
修
部　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

・
地
区
別
研
究
集
会
を
開
催
し
、
研
修
を

深
め
る
。
ま
た
、
三
委
員
会
を
設
け
、
調

査
研
究
活
動
や
研
修
活
動
に
取
り
組
む
。

エ　

広
報
部　

                      　
　
　

　

・
「
初
等
教
育
」
「
校
長
会
報
」
「
調
査
研

究
活
動
報
告
書
」
を
発
行
す
る
。

　

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
を
継
続
す
る
。

　

・
合
同
の
三
委
員
長
会
を
開
催
し
、
広
報

活
動
の
在
り
方
を
検
討
す
る
。

２　
「
初
等
教
育
」
の
在
り
方

３　

平
成
二
十
八
年
度
県
小
予
算
編
成（
案
）

４

平
成
二
十
八
年
度
県
小
代
議
員
会
柏

　
崎
・
刈
羽
大
会

　

・
期
日　

平
成
二
十
八
年
五
月
十
一日
（
水
）

　

・
会
場　

柏
崎
市
文
化
会
館
ア
ル
フ
ォ
ー
レ

５　

日
本
教
育
会
全
国
教
育
大
会
新
潟
大
会

６　

平
成
二
十
八
年
度
全
連
小
高
知
大
会

７　

平
成
二
十
八
年
度
関
ブ
ロ
東
京
大
会

８　

郡
市
会
員
名
簿
、
各
種
要
項
表
紙
写
真

の
提
出
依
頼

四　

連　

絡

五　

閉
会
の
挨
拶　
　
　

磯
貝
芳
彦
副
会
長
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制
　
度
　
部

制
度
部
長

学
校
経
営
や
郡
市
校
長
会
の
運
営
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
校
長
会
や
関
係
機
関

等
の
協
力
を
得
な
が
ら
組
織
的
な
調
査
研
究

を
行
っ
た
。
本
年
度
は
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

「
各
市
町
村
に
お
け
る
教
育
関
連
予
算
等
の

実
状
の
把
握
」と「
特
別
支
援
教
育
の
充
実
」

を
当
面
の
課
題
と
し
て
取
り
上
げ
、
調
査
を

実
施
し
た
。

一
　
市
町
村
に
お
け
る
教
育
関
連
予
算
等
に

関
す
る
調
査
研
究

教
育
関
連
予
算
等
に
つ
い
て
は
、
人
的
支

援
の
具
体
的
な
状
況
等
の
追
跡
調
査
と
、
校

長
の
満
足
度
及
び
現
状
を
補
う
対
応
に
つ
い

て
調
査
し
た
。
ま
た
、
資
料
「
小
学
校
に
お

け
る
各
市
町
村
の
人
的
支
援
等
の
実
態
」
を

作
成
し
、
各
郡
市
校
長
会
へ
送
付
し
た
。

具
体
的
な
状
況
と
し
て
、
特
別
支
援
学
級

一
学
級
当
た
り
の
支
援
者
数
、
外
国
語
活
動

に
係
る
人
的
支
援
の
時
数
等
が
減
少
し
、
人

的
支
援
の
現
状
に
十
分
に
満
足
し
て
い
な
い

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
現
状

を
補
う
た
め
、
管
理
職
を
含
め
た
級
外
職
員

に
か
か
る
負
担
が
増
大
し
て
い
る
。
今
後
も

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
人
材
活
用
を
含
め
た
指

導
体
制
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
人
的
支
援
に
関
す
る
市
町
村
格
差

が
依
然
大
き
く
、
校
長
会
と
し
て
ど
う
対
応

す
る
か
、
ど
う
学
校
運
営
を
工
夫
す
る
か
が

喫
緊
の
課
題
に
な
っ
て
い
る
。

二
　
特
別
支
援
教
育
の
充
実
に
関
す
る
調
査

研
究

経
年
変
化
を
探
る
た
め
に
、
特
別
支
援
学

級
と
通
常
学
級
に
在
籍
す
る
特
別
な
教
育
的

支
援
を
要
す
る
児
童
数
と
そ
の
対
応
、
及
び

幼
稚
園
・
保
育
園
と
の
連
携
に
つ
い
て
、
新

た
な
項
目
を
加
え
調
査
し
た
。
ま
た
、
通
級

指
導
教
室
の
設
置
状
況
と
関
係
機
関
と
の
連

携
に
つ
い
て
も
継
続
調
査
し
た
。

本
年
度
調
査
か
ら
通
常
学
級
に
在
籍
す
る

特
別
な
教
育
的
支
援
を
要
す
る
児
童
数
を
障

が
い
種
ご
と
に
カ
ウ
ン
ト
し
、
延
べ
在
籍
率

を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
結
果
、
九
・
九
％

の
在
籍
率
と
な
り
、
文
部
科
学
省
が
示
し
た

数
値
を
上
回
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
実
態
把
握

か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
個
別
の
指
導
計
画

の
作
成
や
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
活
用

し
た
授
業
な
ど
、
全
職
員
で
対
応
で
き
る
体

制
づ
く
り
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
。ま
た
、

学
校
が
中
心
と
な
り
、
関
係
機
関
と
連
携
協

力
す
る
場
づ
く
り
や
、
長
期
的
な
教
育
支
援

計
画
の
作
成
な
ど
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、「
調
査
研
究

活
動
報
告
書
」
を
御
覧
い
た
だ
き
た
い
。

福
　
利
　
部

福
利
部
長

校
長
の
給
与
・
処
遇
や
退
職
後
の
再
就
職
・

再
任
用
及
び
福
利
・
厚
生
を
巡
る
情
勢
は

年
々
厳
し
さ
を
増
す
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
れ

に
対
処
す
る
た
め
、
福
利
部
で
は
三
委
員
会

を
設
置
し
、
情
報
の
収
集
や
調
査
、
研
究
を

行
う
と
と
も
に
、
そ
の
改
善
・
充
実
に
資
す

る
諸
活
動
を
推
進
し
て
き
た
。

一
　
校
長
給
与
の
実
態
把
握

枠
外
昇
給
制
度
の
廃
止
以
来
、
校
長
の
給

与
は
最
高
の
三
十
七
号
給
に
集
中
し
た
ま
ま

で
あ
る
。
本
年
度
は
、
六
十
五
％
で
あ
り
、

校
長
経
験
が
四
年
以
上
に
な
る
と
、
ほ
ぼ
全

員
が
昇
給
停
止
と
い
う
現
状
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
他
都
道
府
県
と
比
較
し
て
も
、
依
然
と

し
て
低
い
水
準
と
な
っ
て
い
る
。

給
与
水
準
の
維
持
・
向
上
を
図
る
た
め
の

具
体
的
な
要
望
事
項
と
し
て
は
、
早
々
に
昇

給
停
止
と
な
る
制
度
の
改
善
、
職
務
困
難
校

の
認
定
校
数
の
増
加
な
ど
が
あ
る
。
特
に
、

小
・
中
学
校
教
員
と
高
等
学
校
教
員
と
の
給

与
体
系
の
早
期
一
本
化
を
望
む
声
が
大
き
い
。

二
　
再
就
職
状
況
や
年
金
意
識
調
査

昨
年
度
末
の
校
長
退
職
者
の
再
就
職
率
は

六
十
四
％
で
あ
り
、
四
年
連
続
で
六
十
％
以

上
と
な
っ
て
い
る
。
再
就
職
者
の
就
職
先
は
、

教
育
関
係
が
八
十
五
％
と
ほ
と
ん
ど
を
占
め

て
い
る
。
勤
務
態
様
と
し
て
は
七
十
五
％
が

非
常
勤
で
あ
り
、
週
五
日
勤
務
が
四
十
一
％

と
最
も
多
く
な
っ
て
い
る
。

再
就
職
へ
の
考
え
方
で
は
、
近
年
同
様
、

生
活
資
金
確
保
の
考
え
方
の
比
率
が
四
十
七

％
と
約
半
数
を
占
め
て
い
る
。

年
金
に
つ
い
て
は
、
一
昨
年
度
の
退
職
者

か
ら
支
給
開
始
年
齢
が
上
が
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
再
就
職
の
状
況
と
も
併
せ
て
、
一
層
関

心
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
定
年
延
長

を
今
後
の
課
題
と
す
る
意
見
も
増
加
し
、
年

金
制
度
の
将
来
に
つ
い
て
、
不
安
の
拡
大
は

否
め
な
い
。
年
金
制
度
の
説
明
会
や
研
修
の

機
会
は
あ
る
が
、
特
に
若
年
層
を
対
象
と
し

た
正
確
で
迅
速
な
情
報
提
供
や
研
修
会
の
充

実
の
必
要
性
が
一
層
増
し
て
い
る
。

三
　
福
利
・
厚
生
に
つ
い
て
の
要
望
活
動

　

県
内
福
利
関
係
五
団
体
（
公
立
学
校
共
済

組
合
新
潟
支
部
、
県
教
職
員
互
助
会
、
県
教

職
員
厚
生
財
団
、
県
学
校
生
活
協
同
組
合
、

日
本
教
育
公
務
員
弘
済
会
新
潟
支
部
）
へ
の

要
望
を
取
り
ま
と
め
、
要
望
書
を
提
出
し
た
。

九
月
上
旬
に
各
団
体
の
代
表
者
か
ら
出
席
し

て
も
ら
い
、
要
望
へ
の
回
答
や
各
団
体
の
現

況
に
つ
い
て
聞
く
懇
談
会
を
実
施
し
た
。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、「
調
査
研
究

活
動
報
告
書
」
を
御
覧
い
た
だ
き
た
い
。
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す
る
か
、
ど
う
学
校
運
営
を
工
夫
す
る
か
が

喫
緊
の
課
題
に
な
っ
て
い
る
。

二

特
別
支
援
教
育
の
充
実
に
関
す
る
調
査

研
究

経
年
変
化
を
探
る
た
め
に
、
特
別
支
援
学

級
と
通
常
学
級
に
在
籍
す
る
特
別
な
教
育
的

支
援
を
要
す
る
児
童
数
と
そ
の
対
応
、
及
び

幼
稚
園
・
保
育
園
と
の
連
携
に
つ
い
て
、
新

た
な
項
目
を
加
え
調
査
し
た
。
ま
た
、
通
級

指
導
教
室
の
設
置
状
況
と
関
係
機
関
と
の
連

携
に
つ
い
て
も
継
続
調
査
し
た
。

本
年
度
調
査
か
ら
通
常
学
級
に
在
籍
す
る

特
別
な
教
育
的
支
援
を
要
す
る
児
童
数
を
障

が
い
種
ご
と
に
カ
ウ
ン
ト
し
、
延
べ
在
籍
率

を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
結
果
、
九
・
九
％

の
在
籍
率
と
な
り
、
文
部
科
学
省
が
示
し
た

数
値
を
上
回
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
実
態
把
握

か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
個
別
の
指
導
計
画

の
作
成
や
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
活
用

し
た
授
業
な
ど
、
全
職
員
で
対
応
で
き
る
体

制
づ
く
り
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
。ま
た
、

学
校
が
中
心
と
な
り
、
関
係
機
関
と
連
携
協

力
す
る
場
づ
く
り
や
、
長
期
的
な
教
育
支
援

計
画
の
作
成
な
ど
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、「
調
査
研
究

活
動
報
告
書
」
を
御
覧
い
た
だ
き
た
い
。

（
新
潟

山
の
下
小
学
校
）

非
常
勤
で
あ
り
、
週
五
日
勤
務
が
四
十
一
％

と
最
も
多
く
な
っ
て
い
る
。

再
就
職
へ
の
考
え
方
で
は
、
近
年
同
様
、

生
活
資
金
確
保
の
考
え
方
の
比
率
が
四
十
七

％
と
約
半
数
を
占
め
て
い
る
。

年
金
に
つ
い
て
は
、
一
昨
年
度
の
退
職
者

か
ら
支
給
開
始
年
齢
が
上
が
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
再
就
職
の
状
況
と
も
併
せ
て
、
一
層
関

心
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
定
年
延
長

を
今
後
の
課
題
と
す
る
意
見
も
増
加
し
、
年

金
制
度
の
将
来
に
つ
い
て
、
不
安
の
拡
大
は

否
め
な
い
。
年
金
制
度
の
説
明
会
や
研
修
の

機
会
は
あ
る
が
、
特
に
若
年
層
を
対
象
と
し

た
正
確
で
迅
速
な
情
報
提
供
や
研
修
会
の
充

実
の
必
要
性
が
一
層
増
し
て
い
る
。

三

福
利
・
厚
生
に
つ
い
て
の
要
望
活
動

県
内
福
利
関
係
五
団
体
（
公
立
学
校
共
済

組
合
新
潟
支
部
、
県
教
職
員
互
助
会
、
県
教

職
員
厚
生
財
団
、
県
学
校
生
活
協
同
組
合
、

日
本
教
育
公
務
員
弘
済
会
新
潟
支
部
）
へ
の

要
望
を
取
り
ま
と
め
、
要
望
書
を
提
出
し
た
。

九
月
上
旬
に
各
団
体
の
代
表
者
か
ら
出
席
し

て
も
ら
い
、
要
望
へ
の
回
答
や
各
団
体
の
現

況
に
つ
い
て
聞
く
懇
談
会
を
実
施
し
た
。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、「
調
査
研
究

活
動
報
告
書
」
を
御
覧
い
た
だ
き
た
い
。

（
新
潟

白
山
小
学
校
）

研
　
修
　
部

研
修
部
長

広
　
報
　
部

広
報
部
長

「
会
員
の
連
携
と
学
校
経
営
の
改
善
・
充

実
に
資
す
る
よ
う
、
県
小
学
校
長
会
及
び
各

郡
市
小
学
校
長
会
の
活
動
や
当
面
す
る
諸
問

題
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

県
小
学
校
長
会
の
活
動
記
録
と
し
て
保
管
し
、

そ
の
活
用
を
図
る
」
こ
と
を
活
動
の
重
点
と

し
て
取
組
を
進
め
た
。

一
　「
初
等
教
育
」
の
発
行

県
小
学
校
長
会
の
機
関
誌
と
し
て
、
記
録

性
と
資
料
性
を
重
視
し
て
、
百
二
十
二
号
と

百
二
十
三
号
を
発
行
し
た
。

百
二
十
二
号
で
は
、
巻
頭
言
、
県
教
育
委

員
長
か
ら
の
特
別
寄
稿
、
県
小
代
議
員
会
弥

彦
大
会
記
録
、
提
言
、
新
校
長
の
抱
負
等
を

紹
介
し
た
。

百
二
十
三
号
で
は
、
巻
頭
言
、
県
教
育
長

か
ら
の
特
別
寄
稿
、
全
連
小
山
口
大
会
記
録
、

研
究
実
践
等
を
紹
介
し
た
。

二
　「
校
長
会
報
」
の
発
行

　

昨
年
度
ま
で
は
、
年
六
回
六
ペ
ー
ジ
構
成

で
発
行
し
て
き
た
が
、
本
年
度
か
ら
は
、
年

四
回
（
三
百
三
十
二
号
～
三
百
三
十
五
号
）

四
ペ
ー
ジ
構
成
に
縮
減
し
て
発
行
し
、
県
小

代
議
員
会
、
評
議
員
会
、
関
ブ
ロ
新
潟
大
会
、

全
連
小
山
口
大
会
の
概
要
を
速
報
的
に
紹
介

し
た
。
さ
ら
に
、
有
識
者
よ
り
特
別
寄
稿
を

い
た
だ
い
た
ほ
か
、「
郡
市
だ
よ
り
」「
学
校

学
習
指
導
要
領
の
理
念
を
実
現
し
、
地
域

の
信
頼
を
得
る
創
造
的
な
学
校
経
営
を
展
開

す
る
た
め
に
、
校
長
の
資
質
・
指
導
力
の
向

上
を
図
る
活
動
に
取
り
組
ん
だ
。

一
　
新
潟
県
小
学
校
長
会
研
究
集
会

　
　
新
潟
大
会
兼
関
ブ
ロ
新
潟
大
会
の
開
催

　

関
ブ
ロ
新
潟
大
会
の
副
主
題
を
「
未
来
を

生
き
抜
く
知
を
磨
き
絆
を
強
め
学
び
続
け

る
子
ど
も
を
育
て
る
学
校
経
営
」
と
し
た
。

第
一
日
目
は
、
信
濃
川
に
面
し
た
朱
鷺
メ

ッ
セ
に
関
東
甲
信
越
地
区
一
都
九
県
か
ら
千

人
を
超
す
校
長
が
参
加
し
、
開
会
式
並
び
に

全
体
会
が
行
わ
れ
た
。
記
念
講
演
で
は
、
新

潟
県
佐
渡
市
出
身
の
東
京
藝
術
大
学
学
長
宮

田
亮
平
様
か
ら
「
夢
を
探
そ
う
」
の
演
題
で

素
晴
ら
し
い
講
演
を
い
た
だ
い
た
。

第
二
日
目
は
、
朱
鷺
メ
ッ
セ
の
他
、
市
内

の
ホ
テ
ル
に
分
か
れ
、
十
三
分
科
会
・
二
十

六
分
散
会
が
開
催
さ
れ
た
。
各
提
案
者
の
発

表
内
容
は
、
一
校
長
と
し
て
の
自
校
の
研
究

実
践
に
と
ど
ま
ら
ず
、
校
長
会
と
し
て
の
取

組
を
代
表
し
て
提
案
す
る
内
容
に
な
っ
て
い

た
。
各
都
県
各
市
町
村
の
抱
え
る
様
々
な
課

題
に
正
対
し
、
か
つ
校
長
が
主
語
の
充
実
し

た
提
案
が
多
か
っ
た
。

二
　
全
連
小
山
口
大
会

　

十
月
二
十
二
日
（
木
）
～
二
十
三
日
（
金
）、

紹
介
」「
郷
土
風
土
記
」
は
、
上
・
中
・
下

越
地
区
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
、
執
筆
者
を

決
定
し
た
。
な
お
、
昨
年
度
ま
で
掲
載
し
て

き
た
「
提
言
」「
随
想
」「
書
評
」
に
つ
い
て

は
、
ペ
ー
ジ
数
の
縮
減
に
よ
り
割
愛
し
た
。

三
　
調
査
研
究
活
動
報
告
書
の
編
集
・
発
行

県
小
学
校
長
会
の
四
つ
の
専
門
部（
制
度
・

福
利
・
研
修
・
広
報
）
の
活
動
概
要
と
調
査

研
究
の
成
果
を
ま
と
め
、
報
告
書
と
し
て
一

月
末
に
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
会
員
の

協
力
に
よ
る
価
値
あ
る
情
報
を
掲
載
し
て
い

る
。
年
度
末
評
価
や
次
年
度
の
計
画
作
成
の

際
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

四
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
用

本
年
度
か
ら
「
校
長
会
報
」
を
Ｐ
Ｄ
Ｆ
に

し
て
掲
載
す
る
な
ど
、
掲
載
内
容
を
吟
味
・

改
善
し
、
計
画
的
に
更
新
し
て
き
た
こ
と
等

に
よ
り
、
ア
ク
セ
ス
数
が
伸
び
て
き
て
い
る
。

五
　
全
連
小
広
報
部
と
の
連
携

　

｢

小
学
校
時
報｣

の
原
稿
に
つ
い
て
は
、上
・

中
・
下
越
地
区
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
、
執

筆
者
の
推
薦
を
行
っ
た
。
ま
た
、「
全
国
特

色
あ
る
研
究
校
便
覧
」
掲
載
校
に
つ
い
て
は
、

県
小
教
研
研
究
指
定
二
年
目
の
発
表
校
を
選

出
し
、
推
薦
し
た
。

山
口
市
で
開
催
さ
れ
、
四
十
九
名
が
参
加
し

て
研
修
を
深
め
た
。

三
　
委
員
会
活
動

○
教
育
課
程
委
員
会

新
し
い
時
代
に
即
応
す
る
教
育
計
画
の
立

案
と
実
施
に
伴
う
課
題
に
つ
い
て
、
県
内
小

学
校
の
実
態
を
調
査
し
、
各
校
の
教
育
課
程

の
改
善
・
充
実
に
向
け
た
資
料
と
す
る
た
め
、

全
連
小
教
育
課
程
委
員
会
が
実
施
し
た
調
査

と
比
較
検
討
し
な
が
ら
分
析
し
た
。

○
生
徒
指
導
委
員
会

昨
年
度
の
調
査
を
受
け
、
子
ど
も
を
取
り

巻
く
情
報
環
境
と
関
連
機
器
に
関
す
る
指
導

の
実
態
調
査
を
行
っ
た
。
県
内
小
学
校
に
お

け
る
対
応
の
現
状
と
課
題
を
調
査
・
分
析
し
、

各
校
に
お
け
る
課
題
解
決
及
び
学
校
改
善
に

生
か
し
て
い
く
。

○
同
和
教
育
委
員
会

新
潟
県
同
和
教
育
研
究
協
議
会
の
各
種
委

員
の
選
出
及
び
諸
会
議
へ
の
出
席
、
各
種
研

究
集
会
へ
の
参
加
態
勢
の
確
立
な
ど
を
通
し

て
、
同
和
教
育
推
進
の
活
動
を
行
っ
た
。
ま

た
、
県
同
和
教
育
研
究
集
会
（
十
日
町
市
）、

部
落
解
放
新
潟
県
研
究
集
会
（
関
川
村
）、

全
国
人
権
・
同
和
教
育
研
究
大
会（
長
野
市
）

等
各
種
大
会
に
参
加
し
て
研
修
を
深
め
た
。
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潟
市
の
校
長
会
の
結
束
は
大
い
に
強
ま
っ
た
。

活
動
二
：
研
修
へ
の
取
組

百
十
四
名
の
校
長
が
一
堂
に
会
す
る
全
体

校
長
会
を
年
四
回
、
全
体
研
修
会
を
年
二
回

実
施
し
て
い
る
。
毎
回
、
教
職
員
課
長
と
学

校
支
援
課
長
か
ら
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
指
導
を

い
た
だ
く
な
ど
、
新
潟
市
教
育
委
員
会
と
新

潟
市
小
学
校
長
会
と
を
つ
な
ぐ
貴
重
な
研
修

の
場
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
全
体
研
修
会

で
は
講
師
を
招
い
て
の
講
演
会
や
研
修
報
告

会
を
実
施
し
、
校
長
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
向

上
を
図
っ
て
い
る
。

二
　
今
後
の
課
題

平
成
二
十
九
年
度
の
包
括
的
な
権
限
移
譲

に
向
け
て
、
今
後
の
課
題
と
可
能
性
を
想
定

し
、
計
画
的
な
取
組
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
に
、
県
小
学
校
長
会
を
は
じ
め
と

し
た
関
係
機
関
・
関
係
団
体
と
協
議
を
重
ね

な
が
ら
課
題
の
明
確
化
を
図
り
、
組
織
の
整

備
を
進
め
て
い
く
。

学校紹介新
潟
小
学
校
は
、
見
附
市
の
北
東
の
田
園

地
帯
に
位
置
し
、
学
区
は
純
農
村
地
帯
と
新

し
い
住
宅
地
と
で
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
地

域
で
は
、公
民
館
及
び
地
域
活
性
化
組
織「
こ

み
ゅ
に
て
ぃ
ほ
っ
と
新
潟
」
が
活
発
に
活
動

し
、
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
を
育
て
る
体
制

が
あ
り
ま
す
。
保
護
者
も
地
域
も
学
校
教
育

へ
の
関
心
が
高
く
、
と
て
も
協
力
的
で
す
。

当
校
で
は
地
域
の
伝
統
芸
能
「
獅
子
舞
」

の
継
承
活
動
を
中
核
に
、
自
分
に
自
信
を
も

ち
、
地
域
を
愛
し
、
地
域
に
誇
り
を
も
つ
子

ど
も
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

校
区
に
あ
る
小
栗
山
不
動
院
に
約
三
百
五

十
年
前
か
ら
伝
わ
る
獅
子
舞
を
、
平
成
八
年

か
ら
教
育
活
動
に
取
り
入
れ
ま
し
た
。
獅
子

舞
保
存
会
か
ら
指
導
を
受
け
、
五
、
六
年
生

が
主
体
と
な
っ
て
、
笛
、
太
鼓
、
獅
子
舞
、

神
楽
舞
を
練
習

し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
こ
の

伝
統
芸
能
の
意

味
と
継
承
の
大

切
さ
を
考
え
さ

せ
な
が
ら
、
そ

れ
を
地
域
に
伝

え
て
い
く
活
動

を
行
っ
て
い
ま

す
。今

年
度
は
そ
の
獅
子
舞
継
承
活
動
が
二
十

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
六
年
生
が
主

体
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
活

動
を
振
り
返
っ
た
り
、「
獅
子
舞
ク
ラ
ブ
発

足
二
十
周
年
を
祝
う
会
」
を
開
催
し
た
り
し

ま
し
た
。「
祝
う
会
」
は
、
企
画
、
運
営
を

六
年
生
が
自
分
た
ち
で
協
力
し
て
行
い
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
お
世
話
に
な
っ
て
き
た
保
存

会
の
方
や
卒
業
生
な
ど
も
招
待
し
、
盛
大
に

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
他
に
、
年
二
回
「
し
し
の
日
」
を
設

定
し
て
、
四
年
生
以
下
の
児
童
も
獅
子
舞
に

つ
い
て
学
べ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
獅
子

舞
の
歴
史
を
紙
芝
居
で
伝
え
た
り
、
笛
、
太

鼓
、
獅
子
頭
等
に
直
接
触
れ
た
り
す
る
獅
子

舞
体
験
を
通
し
て
、
全
校
児
童
が
獅
子
舞
と

関
わ
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
秋

に
な
る
と
、
六
年
生
は
活
動
の
中
心
を
五
年

生
に
譲
り
、
四
年
生
に
獅
子
舞
を
教
え
る
活

動
に
移
行
し
ま
す
。

獅
子
舞
の
継
承
活
動
は
当
校
の
教
育
活
動

の
中
核
で
す
。
今
後
も
、
こ
の
活
動
の
質
を

高
め
、
当
校
の
教
育
目
標
で
あ
る
「
と
も
に

遊
び

と
も
に
学
び

ふ
る
さ
と
に
い
が
た

を
愛
す
る
子
」
の
育
成
に
全
力
を
傾
け
て
い

き
ま
す
。

新
潟
市
小
学
校
長
会
は
、
会
員
数
百
十
四

名
を
擁
す
る
県
下
最
大
規
模
を
誇
る
校
長
会

で
あ
り
、
新
潟
市
が
目
指
す
「
学
・
社
・
民

の
融
合
に
よ
る
人
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
、

学
校
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い
る
。

一
　
活
動
の
重
点
と
組
織

今
年
度
は
、「
新
潟
市
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
の

実
現
に
向
け
た
組
織
的
な
活
動
の
充
実
」「
学

校
経
営
力
の
向
上
を
図
る
研
修
活
動
の
充

実
」「
関
ブ
ロ
新
潟
大
会
を
通
し
た
校
長
会

活
動
の
充
実
」
の
三
つ
を
重
点
に
掲
げ
た
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
、
重
点
達
成
の
た
め
、

「
本
部
会
」「
理
事
会
」「
全
体
校
長
会
・
全

体
研
修
会
」「
専
門
部
会
」「
区
校
長
会
」「
新

潟
市
関
ブ
ロ
実
行
委
員
会
」
の
六
つ
の
組
織

を
設
け
、
活
動
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
中
か

ら
、
二
つ
の
活
動
を
紹
介
す
る
。

活
動
一
：
関
ブ
ロ
新
潟
大
会
の
取
組

新
潟
市
小
学
校
長
会
に
と
っ
て
、
今
年
度

の
最
大
の
使
命
は
、「
関
東
甲
信
越
地
区
小

学
校
長
研
究
協
議
会
新
潟
大
会
」
を
成
功
さ

せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
全
校
長
が
、
総
務
・

運
営
な
ど
五
つ
の
部
会
に
分
か
れ
、
二
年
半

の
歳
月
を
か
け
て
準
備
を
進
め
て
き
た
。
分

科
会
で
は
新
潟
市
の
二
名
の
校
長
が
発
表
を

行
い
、
参
会
者
か
ら
高
い
評
価
を
得
た
。
ま

た
、
こ
の
研
究
大
会
の
運
営
を
通
じ
て
、
新

新
潟
市
小
学
校
長
会

見
附
市
立
新
潟
小
学
校

百
十
四
名
の
会
員
が
一
丸
と
な
っ
て

「
ふ
る
さ
と
に
い
が
た
を
愛
す
る
子
」
が

育
つ
学
校

郡市だより




